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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成27年４月30日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたの

でお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について  

平成28年３月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正(平成27年４月１日～平成27年９月30日)  

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰

属する四半期純

利益 

１株当たり四半

期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

2,950 

百万円 

250 

百万円 

260 

百万円 

140 

円 銭 

24.56 

今回修正予想（Ｂ） 3,053 381 393 235 41.32 

増減額（Ｂ－Ａ） 103 131 133 95  

増減率（％） 3.5 52.7 51.2 68.3  

(ご参考)前期第２四半期実績

（平成27年3月期第2四半期) 
2,891 323 325 185 33.17 

 
平成 28 年３月期通期連結業績予想数値の修正(平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰

属する当期純利

益 

１株当たり当期

純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

6,200 

百万円 

680 

百万円 

700 

百万円 

410 

円 銭 

71.94 

今回修正予想（Ｂ） 6,250 790 805 480 84.10 

増減額（Ｂ－Ａ） 50 110 105 70  

増減率（％） 0.8 16.2 15.0 17.1  

(ご参考)前期実績 
（平成 27 年 3 月期) 

5,991 796 803 455 80.79 

 



平成28年３月期第２四半期(累計)個別業績予想数値の修正(平成27年４月１日～平成27年９月30日)  

 売上高 経常利益 四半期純利益 
１株当たり四半期

純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

2,870 

百万円 

260 

百万円 

140 

円 銭 

24.56 

今回修正予想（Ｂ） 2,981 387 237 41.63 

増減額（Ｂ－Ａ） 111 127 97  

増減率（％） 3.9 48.9 69.6  

(ご参考)前期第２四半期実績

（平成27年 3月期第2四半期) 
2,831 308 178 31.76 

 
 

 
平成 28 年３月期通期個別業績予想数値の修正(平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日) 

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり当期純

利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

6,050 

百万円 

680 

百万円 

400 

円 銭 

70.18 

今回修正予想（Ｂ） 6,100 790 470 82.35 

増減額（Ｂ－Ａ） 50 110 70  

増減率（％） 0.8 16.2 17.5  

(ご参考)前期実績 
（平成 27 年 3 月期) 

5,869 758 429 76.17 

 

 
修正の理由 

平成28年３月期第２四半期（累計） 

（連結) 

当第２四半期（累計）において正課体育指導契約件数及び課外体育指導会員数が堅調に増加

した結果、売上高が業績予想比で 3.5％増加することが予想されます。また第２四半期の期初

（2015 年 07 月）以降、人件費及び本社経費が当初計画より減少することが見込まれます。このよう

な理由で、第２四半期（累計）の営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益につ

いては、当初の業績予想値に対して、それぞれ 52.7％増、51.2％増、68.3％増、と修正いたしま

す。 

 (個別) 

連結業績予想の修正と同様の理由であります。 

 

 



平成 28 年３月期通期 

（連結） 

平成 28 年３月期通期については、第３四半期以降も、売上高が堅調に推移し、売上原価における

人件費、販売費・一般管理費が第２四半期に引続き、当初計画を下回ることが見込まれます。その

ため、通期の営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益については、当初の業績予

想値に対して、それぞれ 16.2％増、15.0％増、17.1％増、と修正いたします。 

 (個別) 

連結業績予想の修正と同様の理由であります。 

 

 

※当該資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報

及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく

異なる可能性があります。 

 

以 上 

 

 


